
新たに市民活動を始める際の「市民

活動に関する基本的な考え方(団体

の目的、事業の可視化等)」と、団体

活動の継続困難に直面した際の「解

散に関する一連の流れ(解散総会に

至るまで、残余財産の取り扱い等)」に

ついて、同時に学びます。講座後は個

別相談も承ります。詳しくは下記まで。

ideaニュースレター「イデア」

2024.１
ＮＰＯ・地域・企業・行政の情報発信により、

「アイデア」 と 「であい」 の機会を創ります。
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おしらせ

まちの写真展 スタッフがまちの１コマを切り取ります。

作品名 「ワンちゃんだって、映えたい時代」
旧町村別の人口動態等を共有します。
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観光客などに当地域の自然・風土

や歴史・文化等を紹介し、当地域への

理解や愛着を深めてもらうことを目的

に活動している「いわいの里ガイドの

会」では、下記日程で「語り部の会」を

開催します（入場無料)。当会の語り部

たちが一関地方に伝わる民話や伝説

を、地元の「素朴な語り口」で語ります。

詳しくは下記まで。

花泉町にあるギャラリー「Ｓ and Ｎ」

では、石蔵を利活用したギャラリーを、

アート作品等の展示、販売を行いたい

作家に貸し出しています(3,000円～

／日)。下記内容で４月以降の個展等

開催申し込みを受け付けます(作品を

見ての判断)。詳しくは下記まで。

‘地域のために何かやりたい人’と‘それ

を応援したい人’を結び付け、「寄付によ

り市民活動に参加する」という意識醸成

を目指している「一関じもっと基金」。

「第２回共感寄付」のエントリー団体を

下記日程で募集しています。

なお、 「第１回共感寄付」には７団体が

エントリーし、137人の方から733,821円

の寄付をいただき

ました。各団体への

寄付額はＨＰにて

公表しています。

「一関市民の新しい踊り(仮称)」

振り付け動画公開中

情報

いわいの里ガイドの会

「語り部の会」

イベ

ント 「いわい美術振興協会」

会員募集

会員

募集

情報

「市民活動の

始め方・閉じ方講座」

講座

人口 前月比 世帯数 前月比

一関 53965 -12 24596 46

花泉 11864 -28 4695 0

川崎 3208 -5 1270 -5

千厩 9730 -23 4087 0

大東 11771 -27 4895 -4

東山 5822 -7 2274 3

室根 4354 1 1801 5

藤沢 7013 -7 2774 8

一関市全体一関市全体一関市全体一関市全体 前月比

人口 107727 -108

世帯数 46392 53

出生数 25 -18

2023年12121212月月月月１１１１日日日日付

(2023年11月30日現在

住民基本台帳より)

※外国人登録者含む

「gallery Ｓ and Ｎ」

４月以降の個展等開催

申し込み受付開始

貸貸貸貸しししし出出出出しししし条件条件条件条件：：：：アートおよびクラフトその他

作品の展示、販売／原則連続する２日

間～貸し出し可／販売手数料なし／等

利用時間利用時間利用時間利用時間：：：：１０時～１６時(原則)

※原則土・日・祝日のみ

場所場所場所場所：：：：ギャラリーとクラフトの店

Ｓ and Ｎ(エス アンド エヌ)

(一関市花泉町花泉字地平４６-１)

※土・日曜日 １１時３０分～１６時の営業

InstagramInstagramInstagramInstagram：@gallery_sandn

問合問合問合問合：０７０-８９３３-６５５２(ナカジマ)

※Instagramからの問合(ＤＭ)を推奨

本誌「二言三言」で対談した皆川か

おりさんが振り付けを行った「一関市民

の新しい踊り(仮称)」の振り付けを学ぶ

ことができる動画が公開されています。

模範演技だけでなく、各振り付けのイ

メージや所作のポイント、動作を軽くし

たり、着席で行う踊り方など、講座形

式の動画になっています。

YouTubeから「一関市民

の新しい踊り」で検索するか、

右のＱＲコードからもご覧いた

だけます。

「一関じもっと基金」

第２回共感寄付

エントリー受付中

情報

日時日時日時日時：２０２４年２月１０日(土)

９時～１２時３０分

会場会場会場会場：なのはなプラザ４Ｆ 共同会議室

定員定員定員定員：１０名(参加無料)

申込申込申込申込：２０２４年２月５日(月)

までに、電話やＨＰ内専用

フォームから申込。右の

ＱＲコードからも可。

問合問合問合問合：０１９１-２６-６４００

(いちのせき市民活動センター)

１｜二言三言｜ 日本舞踊家 皆川かおりさん

３｜団体紹介｜ 渋民伊勢神楽保存会

５｜地域紹介｜ 中日向自治会 （千厩）

７｜企業紹介｜ 株式会社サクシーディング （川崎）

８｜博識杜のフクロウ博士｜ 地域運営の落とし穴㊷ 実績を残したいのか、名を残したいのか

９｜センターの自由研究｜ くらし調査ファイル№23 「火のある暮らし」

今月の表紙

蒸かし釜が載った竈。室根町矢越にある茅葺屋根の古民家にお邪魔し

た時のひとこまです。竈の語源は「釜を載せる所（釜所＝かまどころ）」。

この日は自家栽培の餅米を蒸かしてくださり、杵と臼でついた美味しいお

餅をいただきました。この竈は震災後に新調したものですが、竈のある暮

らしは古来から続いています。(自由研究)

「美術の盛んな地域づくりにふさわし

い振興事業、人材育成に寄与するこ

と」を目的に活動する「いわい美術振

興会」では、随時会員を募集していま

す。年齢、性別、居住地、経験の有

無は不問で、美術に興味・関心があ

れば、誰でも入会可能です。詳しくは

下記まで。

主主主主なななな活動活動活動活動：５つの事業委員会で活動

①会報編集委員会(会報の発行)

②美術展企画委員会(美術展の開催)

③美術館見学企画委員会(美術館巡り)

④研修企画委員会(デッサン会等)

⑤美術館を考える会(一関に美術館を)

その他、文化事業への参加や支援等

会費会費会費会費：３,０００円/年

問合問合問合問合：０１９１-２３-１３６６

(事務局・石川)

動画動画動画動画タイトルタイトルタイトルタイトル：「一関市民の新しい踊り

〜振り付け講座〜」

問合問合問合問合：０１９１-２３-３４３４

(一関商工会議所)

募集期間募集期間募集期間募集期間：２０２４年１月１日～３月１０日

内容内容内容内容：「第２回共感寄付」エントリー団体

※寄付受付は４月下旬より約半年間

問合問合問合問合：０１９１-２６-６４００(「一関じもっと基

金」事務局(いちのせき市民活動センター))

日時日時日時日時：２０２４年２月１７日(土)

１０時３０分開演

場所場所場所場所：旧沼田家武家住宅

(一関市田村町２-１８)

問合問合問合問合：０１９１-４８-５８８８

(いわいの里ガイドの会事務所)

０１９１-２１-８１８８

(旧沼田家武家住宅)

第１回報告 第２回募集



地域の「気になる人」を対談でご紹介

第１１３回
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、

慎

重

に

向

き

合

っ

た

記

憶

が

あ

り

ま

す

(

笑

)

皆

川

皆

川

皆

川

皆

川

私

は

ワ

ー

ク

シ

ョ

ッ

プ

に

は

参

加

し

て

い

ま

せ

ん

で

し

た

が

、

踊

り

の

先

生

方

も

た

く

さ

ん

関

わ

っ

て

い

ら

っ

し

ゃ

る

と

伺

っ

た

の

で

、

流

派

は

関

係

な

く

な

る

よ

う

、

皆

川

の

名

で

引

き

受

け

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

確

か

に

、

ワ

ー

ク

シ

ョ

ッ

プ

の

中

で

も

「

誰

が

振

り

付

け

を

す

る

の

か

」

を

気

に

す

る

声

は

い

く

つ

か

あ

り

ま

し

た

。

「

違

う

流

派

の

方

が

振

り

付

け

る

と

踊

り

に

く

い

」

と

か

。

本

名

で

引

き

受

け

る

と

い

う

こ

と

で

カ

バ

ー

さ

れ

た

ん

で

す

ね

。

ち

な

み

に

我

々

が

整

理

し

た

の

は

、

曲

の

テ

ン

ポ

や

踊

り

の

構

成

、

所

作

、

歌

詞

や

楽

器

の

有

無

、

掛

け

声

、

隊

列

な

ど

で

あ

り

、

具

体

的

な

振

り

付

け

に

関

わ

る

ア

イ

デ

ィ

ア

で

は

な

か

っ

た

で

す

が

、

振

り

付

け

は

ど

の

よ

う

に

考

え

て

い

っ

た

ん

で

す

か

？

皆

川

皆

川

皆

川

皆

川

ま

ず

は

旧

町

村

に

関

係

す

る

キ

ー

ワ

ー

ド

を

振

り

と

し

て

入

れ

よ

う

と

思

っ

た

ん

で

す

。

で

も

、

繰

り

返

し

で

構

成

さ

れ

る

踊

り

じ

ゃ

な

い

と

覚

え

ら

れ

な

い

と

も

思

っ

た

の

で

、

平

等

に

全

町

村

分

入

れ

ら

れ

な

い

の

な

ら

一

切

地

域

を

イ

メ

ー

ジ

す

る

も

の

は

や

め

よ

う

と

。

そ

れ

で

、

一

見

「

ん

？

ど

う

や

っ

た

の

？

わ

か

ん

な

い

な

」

っ

て

い

う

踊

り

の

方

が

楽

し

い

か

な

と

思

い

、

「

踊

っ

て

み

た

ら

わ

か

る

」

と

い

う

感

じ

の

振

り

に

し

て

い

っ

た

ん

で

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

確

か

に

、

簡

単

に

は

真

似

で

き

な

い

所

作

が

多

い

で

す

よ

ね

。

皆

川

皆

川

皆

川

皆

川

試

行

錯

誤

を

重

ね

る

中

で

、

私

の

体

が

フ

リ

ー

に

な

る

、

自

由

に

気

持

ち

よ

く

踊

れ

る

振

り

っ

て

な

ん

だ

ろ

う

と

い

ろ

い

ろ

組

み

合

わ

せ

て

い

き

な

が

ら

、

「

こ

れ

っ

て

太

陽

が

昇

る

よ

う

な

イ

メ

ー

ジ

だ

な

」

と

か

、

動

き

に

メ

ッ

セ

ー

ジ

性

を

つ

け

て

い

っ

た

ん

で

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

一

つ

一

つ

の

振

り

に

意

味

が

あ

る

と

い

う

こ

と

を

分

か

っ

て

踊

る

の

と

、

た

だ

た

だ

踊

る

の

と

で

は

熱

の

入

り

方

が

違

う

だ

ろ

う

し

、

そ

こ

ま

で

伝

え

て

い

き

た

い

で

す

よ

ね

。

皆

川

皆

川

皆

川

皆

川

令

和

５

年

６

月

末

か

ら

各

地

で

練

習

会

が

開

催

さ

れ

た

ん

で

す

が

、

全

会

場

で

講

師

を

担

当

し

、

そ

の

中

で

は

意

味

が

全

部

伝

え

ら

れ

た

の

で

、

練

習

会

が

あ

っ

て

良

か

っ

た

と

思

い

ま

す

。

イ

メ

ー

ジ

し

な

が

ら

踊

る

と

、

そ

の

人

の

内

か

ら

出

る

も

の

が

変

わ

っ

て

く

る

ん

で

す

よ

ね

。

よ

り

楽

し

く

踊

っ

て

も

ら

え

る

か

と

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

令

和

５

年

は

各

地

の

夏

ま

つ

り

で

踊

っ

た

ん

で

す

よ

ね

。

皆

川

さ

ん

の

地

元

・

大

東

地

域

は

町

と

し

て

の

夏

ま

つ

り

が

な

い

で

す

が

、

何

の

機

会

に

踊

っ

た

ん

で

す

か

？

皆

川

皆

川

皆

川

皆

川

私

、

商

工

会

議

所

青

年

部

に

も

所

属

し

て

い

る

の

で

、

興

田

で

昔

や

っ

て

い

た

仮

装

盆

踊

り

大

会

を

、

大

東

町

の

新

た

な

お

祭

り

に

で

き

た

ら

良

い

な

と

思

い

、

既

存

イ

ベ

ン

ト

内

の

一

企

画

と

し

て

提

案

し

た

ん

で

す

。

今

回

の

新

し

い

踊

り

の

ほ

か

に

、

大

東

音

頭

、

マ

ツ

ケ

ン

サ

ン

バ

、

マ

イ

ム

マ

イ

ム

、

ゲ

ゲ

ゲ

の

鬼

太

郎

の

曲

を

使

っ

た

踊

り

も

作

り

、

５

曲

を

踊

る

機

会

に

し

ま

し

た

。

小

さ

い

子

た

ち

も

一

緒

に

踊

っ

て

く

れ

て

、

す

ご

く

楽

し

く

て

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

こ

の

踊

り

を

機

に

夏

ま

つ

り

の

在

り

方

を

見

直

す

と

い

う

の

は

、

ワ

ー

ク

シ

ョ

ッ

プ

の

中

で

も

や

り

ま

し

た

。

そ

れ

ぞ

れ

の

夏

ま

つ

り

は

あ

り

つ

つ

、

一

つ

の

「

共

通

の

楽

し

み

」

と

し

て

今

回

の

踊

り

が

で

き

た

わ

け

で

、

今

後

ど

う

発

展

し

て

い

く

の

か

は

楽

し

み

で

す

よ

ね

。

皆

川

皆

川

皆

川

皆

川

今

回

の

一

関

の

夏

ま

つ

り

で

は

、

グ

ラ

ン

ド

フ

ィ

ナ

ー

レ

と

し

て

、

各

地

域

の

音

頭

を

各

団

体

が

踊

っ

た

後

、

全

員

で

新

し

い

踊

り

を

踊

っ

た

ん

で

す

。

一

関

の

夏

ま

つ

り

っ

て

、

他

地

域

か

ら

は

参

加

で

き

な

い

イ

メ

ー

ジ

が

あ

っ

た

の

で

、

「

あ

、

参

加

し

て

良

い

ん

だ

」

と

思

え

て

、

す

ご

く

良

か

っ

た

で

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

旧

町

村

レ

ベ

ル

の

踊

り

は

残

し

伝

え

つ

つ

、

「

市

民

み

ん

な

が

踊

れ

る

踊

り

」

に

な

る

わ

け

で

す

か

ら

、

逆

に

千

厩

の

夏

ま

つ

り

に

、

旧

一

関

の

踊

り

チ

ー

ム

が

参

加

し

て

も

良

い

わ

け

で

。

ち

な

み

に

、

今

年

は

「

踊

り

」

に

だ

け

注

力

し

た

状

態

で

す

が

、

隊

列

や

衣

装

、

楽

器

な

ど

は

ど

う

考

え

れ

ば

良

い

で

し

ょ

う

か

。

皆

川

皆

川

皆

川

皆

川

今

は

あ

く

ま

で

も

「

踊

り

」

と

「

曲

」

で

し

か

な

く

て

、

こ

こ

に

参

加

者

の

み

な

さ

ん

が

「

演

出

」

と

し

て

楽

器

や

隊

列

、

衣

装

を

加

え

て

い

く

の

で

あ

り

、

総

合

的

な

「

素

敵

さ

」

は

そ

こ

か

ら

生

ま

れ

て

く

る

の

だ

と

思

い

ま

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

盛

岡

さ

ん

さ

も

、

笛

、

太

鼓

、

チ

ー

ム

内

で

役

割

が

あ

っ

て

、

そ

の

一

体

感

や

チ

ー

ム

感

を

楽

し

む

も

の

だ

と

思

う

の

で

、

自

治

会

な

ど

で

も

取

り

組

ん

で

も

ら

い

、

踊

り

を

通

し

た

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

が

生

ま

れ

る

と

良

い

な

と

思

い

ま

す

。

皆

川

皆

川

皆

川

皆

川

人

口

減

少

で

存

続

が

危

ぶ

ま

れ

る

お

祭

り

も

あ

り

ま

す

が

、

そ

こ

に

参

加

し

て

い

た

人

た

ち

は

、

「

そ

こ

が

な

く

な

っ

た

ら

終

わ

り

」

で

は

な

く

、

も

う

少

し

大

き

い

受

け

皿

が

あ

れ

ば

な

、

と

思

う

ん

で

す

。

例

え

ば

盛

岡

さ

ん

さ

は

、

最

終

集

団

が

個

人

参

加

Ｏ

Ｋ

に

な

っ

て

い

て

、

誰

で

も

踊

り

に

参

加

で

き

る

ん

で

す

。

そ

ん

な

仕

組

み

も

良

い

な

、

と

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

そ

れ

は

良

い

で

す

ね

！

市

民

に

関

係

す

る

合

併

後

の

「

共

通

の

も

の

」

っ

て

実

は

ほ

と

ん

ど

な

い

の

で

、

貴

重

な

、

新

た

な

一

歩

で

す

。

誰

に

で

も

機

会

が

あ

る

「

参

加

し

て

楽

し

い

ま

つ

り

」

の

一

要

素

に

育

て

て

い

き

た

い

で

す

ね

。

２

/ 107,727

二言

三言

「参加する楽しさ」を全ての祭りに「参加する楽しさ」を全ての祭りに「参加する楽しさ」を全ての祭りに「参加する楽しさ」を全ての祭りに

～みんなで育て、演出する「新しい踊り」～～みんなで育て、演出する「新しい踊り」～～みんなで育て、演出する「新しい踊り」～～みんなで育て、演出する「新しい踊り」～

日本舞踊家 皆川かおり ×××× いちのせき市民活動センター センター長 小野寺浩樹

※１ 一関市及び商工会議所青年部・女性会など市内各団体のメンバーにより構成される「幹事会」と、ワークショップを通して踊りの創作を図る

市内８地域から選出された「市の踊りつくり100人会」により構成される会。

※２ 今後正式な名称を公募予定。

※

１

※３ 「一関市民の新しい踊り(仮称)」はYouTubeにて振り付け動画を公開している。本誌裏表紙「おしらせ」に関連情報掲載。

※４ 「摺沢・四ツ角元気市」内で「仮装盆踊り大会」として令和５年８月14日に開催。

※

２

「水木流東京水木会」の師範であり、日本舞踊教

室・着物体験を行う「和しぐさ」代表。日本舞踊家

としての名前は水木都亜歌。祖母の勧めで幼少期か

ら日本舞踊を習い、「第74回全国舞踊コンクール」

では、第１位とともに文部科学大臣賞を受賞。外国

人向け日本舞踊体験教室も行っている。大東町鳥海

生まれ(在住)。

令和５年の「一関夏まつり」で披露した時の様子。中

央列先頭が皆川さん。

※

３

※

４



TEL 0191-75-2926(会長：佐藤)

左の写真：「一関地方伝承芸能継承交流会」での集合写

真(令和５年11月19日)

が

、

伊

勢

神

宮

に

伝

わ

る

の

は

「

伊

勢

大

神

楽

」

と

い

う

獅

子

舞

で

あ

り

、

渋

民

地

域

に

伝

わ

っ

た

伊

勢

神

楽

と

は

別

物

。

「

道

行

芸

能

」

や

別

の

神

社

の

神

楽

を

伝

承

し

た

と

い

う

可

能

性

の

ほ

か

、

「

伊

勢

の

賑

わ

う

現

地

の

様

子

を

身

振

り

手

振

り

で

舞

っ

て

見

せ

た

」

と

い

う

説

も

あ

る

の

だ

と

か

。

１

５

０

年

程

前

に

は

、

小

山

文

七

郎

、

熊

谷

松

治

郎

の

指

導

に

よ

り

、

今

日

の

原

型

が

渋

民

地

域

に

定

着

し

て

い

た

と

さ

れ

ま

す

が

、

指

導

者

不

足

等

(

徴

兵

、

出

稼

ぎ

、

集

団

就

職

の

増

加

な

ど

)

に

よ

り

、

伝

承

が

途

絶

え

か

け

て

お

り

、

そ

こ

に

着

目

し

た

の

が

金

野

さ

ん

た

ち

若

手

の

有

志

だ

っ

た

の

で

す

。

「

讃

互

会

」

は

20

年

間

、

伝

承

活

動

や

祝

宴

の

席

で

舞

を

披

露

し

て

き

ま

し

た

が

、

会

員

の

高

齢

化

に

よ

り

平

成

11

年

に

解

散

し

ま

す

。

そ

の

後

も

元

会

員

ら

が

小

学

校

で

の

指

導

を

継

続

し

て

い

ま

し

た

が

、

「

渋

民

伊

勢

神

楽

を

残

し

て

い

か

な

い

と

、

こ

の

地

域

に

は

何

も

な

く

な

る

ぞ

」

と

い

う

不

安

か

ら

、

ど

う

や

っ

て

継

承

し

て

い

く

べ

き

か

話

し

合

い

を

重

ね

る

こ

と

に

。

「

讃

互

会

」

の

解

散

に

は

、

会

員

が

一

部

の

集

落

に

偏

っ

て

い

た

(

一

関

市

渋

民

市

民

セ

ン

タ

ー

近

隣

の

集

落

を

中

心

と

し

て

い

た

)

こ

と

か

ら

、

新

し

い

人

や

若

者

を

巻

き

込

む

こ

と

が

で

き

ず

、

会

員

が

高

齢

化

し

た

と

い

う

背

景

が

あ

り

ま

す

。

そ

こ

で

、

渋

民

地

域

全

体

で

次

の

世

代

に

繋

い

で

い

く

環

境

を

整

え

よ

う

と

、

平

成

13

年

、

渋

民

地

域

の

全

戸

を

対

象

と

す

る

「

渋

民

伊

勢

神

楽

保

存

会

」

が

結

成

さ

れ

た

の

で

す

。

初

代

会

長

に

は

金

野

さ

ん

、

各

自

治

会

の

区

域

ご

と

に

幹

事

２

名

を

置

き

、

若

者

や

子

育

て

世

代

(

Ｐ

Ｔ

Ａ

)

な

ど

に

も

役

員

に

加

わ

っ

て

も

ら

う

こ

と

で

、

継

承

の

流

れ

を

確

立

さ

せ

ま

し

た

。

渋

民

八

幡

神

社

へ

の

奉

納

と

合

わ

せ

、

同

会

で

は

「

地

区

巡

業

」

を

行

い

、

お

祝

い

ご

と

の

あ

る

個

人

宅

等

で

神

楽

を

舞

い

ま

す

。

コ

ロ

ナ

禍

で

巡

業

を

中

止

(

令

和

２

年

は

大

人

の

み

が

神

社

奉

納

)

し

て

い

ま

し

た

が

、

令

和

５

年

は

復

活

。

「

４

年

ぶ

り

で

舞

い

手

が

集

ま

る

か

心

配

も

あ

り

ま

し

た

が

、

事

前

練

習

に

も

多

く

の

人

が

集

ま

り

、

例

大

祭

当

日

は

年

長

児

～

中

学

生

を

含

め

た

約

30

人

で

地

域

内

の

拠

点

や

当

祝

者

宅

な

ど

17

地

点

で

演

舞

す

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

今

の

20

～

50

代

の

住

民

は

小

学

校

の

地

域

学

習

と

し

て

取

り

組

ん

で

い

た

の

で

、

笛

や

太

鼓

の

リ

ズ

ム

が

体

に

刻

ま

れ

て

い

ま

す

。

呼

び

か

け

で

舞

い

手

が

集

ま

っ

た

こ

と

を

嬉

し

く

思

い

ま

す

」

と

語

る

の

は

現

会

長

の

佐

藤

幸

一

さ

ん

。

「

受

け

継

ぐ

た

め

の

流

れ

を

先

輩

方

が

築

き

上

げ

て

く

れ

た

賜

物

。

平

成

26

年

に

伊

勢

神

宮

で

舞

を

奉

納

し

た

と

き

の

よ

う

に

、

今

の

世

代

で

も

う

一

度

、

舞

を

奉

納

す

る

こ

と

が

で

き

れ

ば

、

さ

ら

に

活

動

へ

の

機

運

も

高

ま

る

の

で

は

。

こ

れ

か

ら

も

時

代

に

合

わ

せ

、

会

員

み

ん

な

で

継

承

に

つ

い

て

考

え

て

い

き

た

い

」

と

今

後

の

目

標

を

掲

げ

ま

す

。

佐藤佐藤佐藤佐藤 幸一幸一幸一幸一さんさんさんさん

平成13年から庶務、事

務局を歴任し、平成22

年から会長に。笛の演

者でもあり、今後の活

動主体となる青年層の

仲間集めに邁進中。

金野金野金野金野 鑛太郎鑛太郎鑛太郎鑛太郎さんさんさんさん

讃互会の解散後、保存

会設立の発起人となり、

平成13年から平成21年

まで同保存会の会長を

務めました。現在83歳

で、渋民伊勢神楽とは

50年近く向き合ってい

ます。

令

和

３

年

で

団

体

発

足

20

年

を

迎

え

た

渋

民

伊

勢

神

楽

保

存

会

。

そ

の

発

足

経

緯

は

、

若

手

の

有

志

が

立

ち

上

げ

た

「

讃

互

会

」

に

遡

り

ま

す

。

「

讃

互

会

」

は

、

各

種

イ

ベ

ン

ト

な

ど

を

通

じ

て

大

東

町

渋

民

地

域

の

振

興

に

取

り

組

も

う

と

、

当

時

の

30

代

～

50

代

、

30

人

超

が

昭

和

55

年

に

立

ち

上

げ

た

団

体

で

、

「

３

＝

讃

・

５

＝

互

」

の

語

呂

合

わ

せ

。

「

要

は

交

流

の

場

で

、

飲

み

に

ケ

ー

シ

ョ

ン

を

通

し

て

地

域

の

こ

と

を

語

り

合

っ

て

い

る

う

ち

に

『

こ

の

ま

ま

で

は

地

域

が

衰

退

し

て

し

ま

う

。

盛

り

上

げ

よ

う

！

』

と

い

う

機

運

が

高

ま

り

発

足

し

た

も

の

」

と

語

る

の

は

、

同

保

存

会

顧

問

で

、

讃

互

会

で

も

中

心

的

存

在

だ

っ

た

金

野

鑛

太

郎

さ

ん

で

す

。

金

野

さ

ん

ら

は

、

「

讃

互

会

」

を

発

足

す

る

数

年

前

、

地

域

に

古

く

か

ら

伝

承

さ

れ

つ

つ

も

、

そ

の

灯

が

消

え

か

か

っ

て

い

る

複

数

の

芸

能

の

う

ち

「

渋

民

伊

勢

神

楽

」

に

着

目

。

「

笛

演

奏

や

舞

い

手

が

丈

夫

な

う

ち

に

教

え

て

も

ら

お

う

」

と

立

ち

上

が

り

、

経

験

者

か

ら

口

伝

え

で

伝

授

さ

れ

ま

す

。

讃

互

会

が

発

足

す

る

と

、

そ

の

年

の

渋

民

八

幡

神

社

例

大

祭

に

は

渋

民

伊

勢

神

楽

を

奉

納

。

約

20

年

ぶ

り

に

奉

納

復

活

を

果

た

す

と

、

さ

ら

に

同

年

、

新

た

な

継

承

活

動

と

し

て

、

当

時

の

渋

民

小

学

校

(

平

成

23

年

閉

校

)

児

童

に

指

導

を

開

始

し

た

の

で

す

。

渋

民

伊

勢

神

楽

は

、

太

陽

に

見

立

て

た

大

太

鼓

を

、

舞

い

手

が

ア

ヤ

(

両

端

に

房

を

付

け

た

バ

チ

)

で

祈

り

を

こ

め

て

順

番

に

叩

き

、

遠

く

か

ら

で

も

伊

勢

神

宮

を

参

拝

し

て

い

る

こ

と

を

意

味

す

る

踊

り

(

南

部

神

楽

で

は

な

い

)

で

す

。

江

戸

時

代

、

「

お

伊

勢

参

り

」

が

流

行

し

、

各

地

で

「

伊

勢

講

」

が

結

成

さ

れ

ま

す

。

毎

年

５

～

６

名

が

代

表

と

し

て

伊

勢

神

宮

を

参

拝

し

、

「

お

札

」

と

「

旅

の

話

(

お

土

産

話

)

」

を

持

ち

帰

る

、

「

そ

れ

は

、

そ

れ

は

、

大

事

な

役

目

だ

っ

た

」

と

金

野

さ

ん

は

言

い

ま

す

。

そ

の

道

中

で

見

た

神

楽

を

「

伊

勢

神

楽

」

と

し

て

渋

民

地

域

に

伝

え

た

人

が

い

る

の

で

は

な

い

か

と

推

測

さ

れ

ま

す

３４

団体

紹介

渋民伊勢神楽保存会渋民伊勢神楽保存会渋民伊勢神楽保存会渋民伊勢神楽保存会

150年以上前から伝わる「渋民伊勢神

楽」を地域全体で継承していこうと、全戸

を対象として平成13年８月に発足。毎年９

月には渋民八幡神社で奉納するほか、地域

内の拠点(各自治会館等)や当祝者宅で演舞

する「地区巡業」も行う。

笛笛笛笛

やややや

太

鼓

太

鼓

太

鼓

太

鼓

のののの

音

色

音

色

音

色

音

色

をををを

、、、、

地

域

全

体

地

域

全

体

地

域

全

体

地

域

全

体

でででで

刻刻刻刻

みみみみ

続続続続

け

て

け

て

け

て

け

て

地

域

の

課

題

に

若

手

の

有

志

が

立

ち

上

が

る

- Photo gallery -gallery -

芸

能

交

流

会

芸

能

交

流

会

芸

能

交

流

会

芸

能

交

流

会

・・・・

発

表

会

発

表

会

発

表

会

発

表

会

令

和

５

年

は

市

や

大

東

町

の

イ

ベ

ン

ト

や

交

流

事

業

に

も

参

加

。

教

育

委

員

会

民

俗

芸

能

記

録

保

存

事

業

と

し

て

記

録

動

画

も

撮

影

し

ま

し

た

。

地

区

文

化

祭

地

区

文

化

祭

地

区

文

化

祭

地

区

文

化

祭

で

の

で

の

で

の

で

の

展

示

展

示

展

示

展

示

「

地

区

巡

業

」

で

撮

影

し

た

記

念

写

真

等

は

「

渋

民

地

区

文

化

祭

」

で

展

示

後

、

当

祝

者

に

贈

呈

し

て

い

ま

す

(

写

真

は

令

和

５

年

)

。

ア

ヤ

ア

ヤ

ア

ヤ

ア

ヤ

(( ((

綾綾綾綾)) ))

づ

く

り

づ

く

り

づ

く

り

づ

く

り

舞

い

手

の

必

需

品

「

ア

ヤ

」

は

東

山

和

紙

で

制

作

し

て

い

ま

す

。

舞

い

方

だ

け

で

な

く

、

小

道

具

づ

く

り

も

継

承

し

て

い

ま

す

。

別

名

「

花

バ

チ

」

。

活

動

活

動

活

動

活

動

のののの

拠

点

拠

点

拠

点

拠

点

「「「「

讃

互

館

讃

互

館

讃

互

館

讃

互

館

」」」」

讃

互

会

会

員

で

建

て

た

会

館

。

若

者

の

活

動

に

感

銘

を

受

け

た

90

代

(

当

時

)

の

大

工

が

「

最

後

の

仕

事

に

」

と

棟

梁

を

志

願

し

て

く

れ

ま

し

た

。

Ｑ.あなたにとって「渋民伊勢神楽」とは？

顧問顧問顧問顧問 会長会長会長会長

4

年

ぶ

り

の

「

地

区

巡

業

」

と

こ

れ

か

ら

こんの こうたろう さとう こういち

Ａ.ちょっと手間がかかるけど

大きな楽しみ 趣味

Ａ.感謝

コミュニティ

渋

民

伊

勢

神

楽

の

歴

史

と

継

承

の

変

化

渋民伊勢神楽保存会



て

の

自

治

会

青

年

部

、

30

代

の

多

く

は

子

ど

も

育

成

会

の

保

護

者

な

の

だ

と

か

。

環

境

整

備

は

１

世

帯

１

名

の

動

員

で

す

が

、

代

替

わ

り

を

し

て

若

者

が

参

加

し

た

際

に

は

、

そ

の

作

業

の

始

ま

り

な

ど

で

「

新

た

な

地

区

の

担

い

手

」

と

し

て

参

加

者

に

紹

介

し

、

初

顔

合

わ

せ

の

機

会

に

も

位

置

付

け

ま

す

。

そ

う

し

た

世

代

交

代

が

円

滑

に

進

む

背

景

に

は

、

小

学

生

に

よ

る

「

中

日

向

少

年

消

防

ク

ラ

ブ

(

以

下

、

少

年

消

防

ク

ラ

ブ

)

」

の

存

在

が

。

昭

和

56

年

、

地

元

消

防

団

の

指

導

で

、

千

厩

町

(

当

時

)

で

最

も

早

く

発

足

し

ま

し

た

。

令

和

３

年

３

月

に

は

「

消

防

庁

長

官

賞

」

の

表

彰

を

受

け

る

な

ど

、

自

治

会

内

外

で

認

め

ら

れ

る

存

在

で

す

。

自

治

会

内

の

１

組

織

に

位

置

付

け

ら

れ

、

少

年

消

防

ク

ラ

ブ

担

当

の

役

員

は

保

護

者

の

中

か

ら

選

出

、

自

治

会

行

事

の

調

整

に

も

加

わ

り

ま

す

。

年

３

回

程

度

の

拍

子

木

を

打

ち

な

が

ら

の

火

の

用

心

啓

発

巡

業

に

も

保

護

者

が

同

行

す

る

な

ど

、

こ

の

活

動

に

よ

り

、

子

ど

も

も

保

護

者

世

代

も

、

自

然

に

自

治

会

活

動

に

参

加

し

ま

す

。

ま

た

、

各

種

ス

ポ

ー

ツ

行

事

の

選

手

選

考

に

も

自

治

会

執

行

部

・

地

区

体

協

理

事

に

加

え

、

子

ど

も

育

成

会

が

関

わ

り

ま

す

。

過

去

に

も

幾

度

と

な

く

栄

光

を

勝

ち

取

り

、

令

和

５

年

度

も

「

奥

玉

地

区

民

ニ

ュ

ー

ス

ポ

ー

ツ

大

会

」

で

優

勝

を

飾

る

な

ど

、

輝

か

し

い

成

績

を

収

め

て

い

ま

す

が

、

な

ん

と

、

そ

の

選

手

の

半

分

は

小

学

生

！

岩

渕

さ

ん

は

「

幼

い

頃

か

ら

年

代

の

垣

根

を

超

え

地

域

活

動

に

触

れ

る

機

会

が

創

出

さ

れ

る

こ

と

に

よ

り

、

私

た

ち

が

幼

い

頃

に

そ

う

だ

っ

た

よ

う

に

、

中

日

向

に

生

ま

れ

育

つ

意

義

を

感

じ

取

っ

て

も

ら

え

て

い

る

も

の

と

思

い

ま

す

」

と

、

「

担

い

手

が

育

っ

て

い

く

要

因

」

を

語

り

ま

す

。

若

い

世

代

だ

け

で

な

く

、

自

治

会

長

等

の

役

職

も

ス

ム

ー

ズ

に

引

き

継

ぎ

で

き

て

い

る

と

い

う

同

自

治

会

で

は

、

年

間

の

行

事

や

運

営

委

員

会

(

執

行

部

＋

12

人

の

班

長

)

の

開

催

日

な

ど

も

盛

り

込

ん

だ

年

間

ス

ケ

ジ

ュ

ー

ル

を

作

成

し

、

関

係

者

全

員

で

共

有

。

事

業

は

主

管

部

が

中

心

と

な

っ

て

進

め

ま

す

。

花

い

っ

ぱ

い

コ

ン

ク

ー

ル

(

花

壇

整

備

)

や

奥

玉

地

域

の

民

芸

大

会

等

へ

の

参

加

(

ス

コ

ッ

プ

三

味

線

)

、

手

芸

教

室

の

開

催

な

ど

、

自

治

会

活

動

の

盛

り

上

げ

役

は

女

性

部

。

女

性

部

長

を

経

て

現

在

は

副

会

長

を

担

う

藤

野

久

美

子

さ

ん

は

「

集

ま

る

機

会

、

場

を

提

供

し

て

い

く

こ

と

が

大

切

」

と

、

笑

顔

を

見

せ

ま

す

。

そ

ん

な

同

自

治

会

に

も

人

材

確

保

に

関

す

る

悩

み

が

。

10

年

程

前

か

ら

、

自

治

会

と

し

て

市

か

ら

４

路

線

４

㎞

の

歩

道

除

雪

を

受

託

し

て

い

ま

す

が

、

定

年

制

の

延

長

で

、

「

60

代

で

自

宅

に

い

る

人

」

が

少

な

く

な

り

、

除

雪

機

オ

ペ

レ

ー

タ

ー

の

確

保

が

課

題

に

。

岩

渕

さ

ん

は

「

自

治

会

活

動

を

無

理

な

く

後

世

に

引

き

継

ぐ

た

め

に

、

将

来

の

姿

を

各

年

齢

層

と

と

も

に

検

討

し

、

事

業

の

整

理

も

し

て

い

き

た

い

」

と

、

「

身

の

丈

に

合

っ

た

活

動

」

を

目

指

し

て

い

き

ま

す

。

物

見

石

山

と

愛

宕

山

に

挟

ま

れ

、

急

峻

な

箇

所

が

多

い

奥

玉

地

域

は

、

令

和

４

年

９

月

に

岩

手

県

が

新

た

に

公

表

し

た

「

土

砂

災

害

が

発

生

す

る

お

そ

れ

の

あ

る

箇

所

」

で

、

急

傾

斜

地

の

崩

壊

な

ど

、

複

数

箇

所

が

対

象

と

さ

れ

ま

し

た

。

奥

玉

地

域

の

中

心

地

的

存

在

で

あ

り

な

が

ら

、

上

記

対

象

地

に

加

え

、

従

来

か

ら

の

「

土

砂

災

害

警

戒

区

域

(

土

石

流

・

地

す

べ

り

)

」

「

土

砂

災

害

特

別

警

戒

区

域

」

等

が

分

布

す

る

の

が

「

中

日

向

自

治

会

」

の

エ

リ

ア

で

す

。

「

当

自

治

会

住

民

は

、

先

人

か

ら

脈

々

と

受

け

継

が

れ

て

き

た

『

自

ら

の

生

活

は

自

ら

が

守

る

』

と

い

う

自

主

防

災

意

識

が

と

て

も

強

い

」

と

語

る

の

は

、

自

治

会

長

の

岩

渕

敏

郎

さ

ん

。

同

自

治

会

で

は

平

成

10

年

２

月

に

「

中

日

向

自

治

会

助

け

合

い

(

防

災

)

総

合

計

画

」

を

策

定

し

、

有

事

の

際

の

伝

達

命

令

系

統

を

明

確

に

し

て

い

ま

す

。

ま

た

、

そ

の

確

認

と

し

て

毎

年

10

月

に

は

総

務

部

を

中

心

に

防

災

研

修

(

消

防

機

関

と

連

携

し

た

防

災

訓

練

等

)

を

実

施

、

毎

年

50

名

以

上

が

訓

練

に

参

加

し

て

い

ま

す

。

こ

れ

ま

で

の

訓

練

は

、

計

画

の

確

認

だ

け

で

な

く

、

消

火

訓

練

や

炊

き

出

し

訓

練

、

煙

体

験

や

Ａ

Ｅ

Ｄ

操

作

講

習

、

ロ

ー

プ

結

び

教

室

、

緊

急

車

両

の

見

学

な

ど

、

多

岐

に

渡

り

ま

す

。

炊

き

出

し

訓

練

で

は

、

女

性

部

、

保

健

推

進

委

員

、

食

生

活

改

善

推

進

員

が

協

力

し

、

白

米

に

も

ち

麦

を

入

れ

た

「

も

ち

麦

カ

レ

ー

」

を

提

供

す

る

な

ど

、

食

生

活

の

改

善

に

つ

い

て

も

学

ん

で

も

ら

う

機

会

に

つ

な

げ

る

工

夫

も

。

こ

う

し

た

「

防

災

活

動

を

通

し

た

住

民

相

互

の

助

け

合

い

精

神

、

連

帯

の

精

神

の

構

築

」

が

、

そ

の

他

活

動

を

円

滑

に

進

め

る

要

因

で

あ

る

と

岩

渕

さ

ん

は

語

り

、

「

先

人

が

残

し

て

く

れ

た

無

形

の

財

産

の

あ

り

が

た

さ

を

感

じ

る

」

と

続

け

ま

す

。

「

環

境

整

備

へ

の

若

年

層

の

参

加

が

近

年

目

立

っ

て

き

た

」

と

い

う

同

自

治

会

。

各

種

事

業

は

30

代

～

70

代

前

半

を

中

心

に

行

わ

れ

、

60

代

の

多

く

は

か

つ

Ｑ.集落の自慢は何ですか？

自治会長自治会長自治会長自治会長

岩渕岩渕岩渕岩渕 敏郎敏郎敏郎敏郎さんさんさんさん

元行政職員で、農林部

長時代に自治会役員を

外れた以外は、長年自

治会の様々な役で活動

を支えてきました。副

会長を経て令和５年度

から自治会長就任。

藤野藤野藤野藤野 久美子久美子久美子久美子さんさんさんさん

２期３年目。女性部長

を経て副会長へ。ス

コップ三味線の仕掛け

人。住民の声の橋渡し

役として、意思疎通が

スムーズにできるよう

に工夫しています。

中日向自治会

５６

「「「「

防

災

防

災

防

災

防

災

」」」」

と

い

う

と

い

う

と

い

う

と

い

う

「「「「

と

ん

が

り

と

ん

が

り

と

ん

が

り

と

ん

が

り(( ((

特

徴

特

徴

特

徴

特

徴)) ))

」」」」

を

ベ

ー

ス

に

を

ベ

ー

ス

に

を

ベ

ー

ス

に

を

ベ

ー

ス

に

ス

ロ

ー

ガ

ン

は

「

地

域

の

安

全

は

住

民

自

ら

守

る

」

- Photo gallery -gallery -

若若若若

い

パ

ワ

ー

で

い

パ

ワ

ー

で

い

パ

ワ

ー

で

い

パ

ワ

ー

で

優

勝

優

勝

優

勝

優

勝

！！！！

奥

玉

地

域

の

全

８

自

治

会

が

参

加

し

、

４

種

目

で

競

っ

た

令

和

５

年

度

「

奥

玉

地

区

民

ニ

ュ

ー

ス

ポ

ー

ツ

大

会

」

は

同

自

治

会

の

圧

勝

で

し

た

！

毎

年

工

夫

毎

年

工

夫

毎

年

工

夫

毎

年

工

夫

をををを

凝凝凝凝

ら

し

て

ら

し

て

ら

し

て

ら

し

て

お

に

ぎ

り

の

炊

き

出

し

訓

練

の

際

は

「

食

の

匠

」

の

指

導

に

よ

る

漬

物

を

セ

ッ

ト

に

す

る

工

夫

が

中

日

向

流

。

ケ

チ

ャ

ッ

プ

ラ

イ

ス

の

年

も

。

Ａ

Ｅ

Ｄ

Ａ

Ｅ

Ｄ

Ａ

Ｅ

Ｄ

Ａ

Ｅ

Ｄ

操

作

講

習

操

作

講

習

操

作

講

習

操

作

講

習

一

関

東

消

防

署

の

職

員

を

自

治

会

館

に

招

き

、

防

災

訓

練

の

一

環

で

Ａ

Ｅ

Ｄ

の

操

作

講

習

を

実

施

。

２

班

に

分

か

れ

実

践

を

行

い

ま

し

た

。

少

年

消

防

少

年

消

防

少

年

消

防

少

年

消

防

ク

ラ

ブ

ク

ラ

ブ

ク

ラ

ブ

ク

ラ

ブ

発

足

当

時

は

20

名

を

超

え

た

隊

員

数

で

し

た

が

現

在

は

８

名

。

少

子

化

の

影

響

を

受

け

つ

つ

も

、

保

護

者

も

巻

き

込

み

な

が

ら

活

動

継

続

中

！

地域

紹介

中日向自治会中日向自治会中日向自治会中日向自治会((((奥玉奥玉奥玉奥玉))))

奥玉字石ノ御前、熊ノ沢の一部、宿下の一

部、中日向の一部、登戸の一部、物見石で構

成。一関市奥玉市民センターや千厩警察署奥

玉駐在所、ガソリンスタンド等も立地する奥

玉地域の中心地(行政区は16区)。世帯数94戸、

人口約240人。総務部、農林商工部、福祉厚

生部、女性部の４部会制。

幼

少

期

か

ら

「

集

ま

る

」

こ

と

を

「

当

た

り

前

」

に

核

に

な

る

事

業

を

大

切

に

、

時

に

は

取

捨

選

択

を

いわぶち としろう ふじの くみこ

Ａ.思いやり Ａ.声をかけ合い 明るい和

左の写真：令和５年度「防災研修」での集合写真

副会長副会長副会長副会長

千厩



「

絶

え

ざ

る

創

造

へ

の

活

動

」

を

経

営

理

念

に

掲

げ

る

株

式

会

社

サ

ク

シ

ー

デ

ィ

ン

グ

。

社

名

は

「

S
u
c
c
e
s
s
(

成

功

)

＋

i
n
g
(

進

行

形

)

」

で

「

常

に

創

造

し

て

進

ん

で

い

く

」

と

い

う

意

味

の

造

語

で

す

。

全

国

各

地

に

取

引

先

が

あ

る

同

社

。

「

多

品

種

小

ロ

ッ

ト

を

扱

う

企

業

は

少

な

か

ら

ず

あ

る

が

、

弊

社

の

場

合

は

基

本

的

に

お

客

様

か

ら

の

一

品

一

葉

(

様

)

図

面

に

対

し

て

の

製

造

。

作

る

も

の

は

１

個

な

い

し

２

個

」

と

、

２

代

目

代

表

取

締

役

の

赤

堀

剛

司

さ

ん

は

同

社

の

特

徴

を

語

り

ま

す

。

同

社

が

扱

う

の

は

プ

レ

ス

金

型

の

ノ

ウ

ハ

ウ

を

駆

使

し

た

、

精

度

の

高

い

金

属

加

工

と

設

備

関

係

の

精

密

機

械

の

治

具

加

工

。

当

初

は

、

前

身

企

業

が

昭

和

50

年

代

か

ら

製

造

し

て

い

た

ブ

ラ

ウ

ン

管

テ

レ

ビ

部

品

が

主

力

で

し

た

が

、

液

晶

テ

レ

ビ

の

発

展

で

需

要

が

激

減

。

カ

セ

ッ

ト

レ

コ

ー

ダ

ー

の

メ

カ

や

ビ

デ

オ

デ

ッ

キ

な

ど

の

「

弱

電

部

品

」

、

パ

ソ

コ

ン

用

の

モ

ニ

タ

ー

も

製

造

・

組

立

し

て

い

ま

し

た

が

、

各

種

部

品

製

造

と

と

も

に

、

製

造

や

組

立

等

に

使

用

す

る

た

め

の

「

ピ

ン

」

や

、

位

置

決

め

の

た

め

の

「

ブ

ロ

ッ

ク

」

な

ど

の

「

治

具

」

を

自

社

製

造

し

て

い

た

背

景

も

あ

り

、

平

成

７

年

か

ら

、

現

在

の

「

治

具

加

工

・

製

造

業

」

へ

と

転

換

し

ま

し

た

。

「

平

成

初

頭

の

エ

レ

ク

ト

ロ

ニ

ク

ス

産

業

は

本

当

に

目

ま

ぐ

る

し

く

変

わ

り

、

翻

弄

さ

れ

ま

し

た

が

、

国

の

補

助

を

利

用

し

て

『

Ｓ

Ｐ

Ｆ

フ

ォ

ー

ミ

ン

グ

マ

シ

ー

ン

』

を

自

社

開

発

す

る

な

ど

、

経

営

理

念

の

も

と

私

た

ち

が

得

意

と

す

る

分

野

を

増

強

し

確

立

す

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

」

と

振

り

返

る

赤

堀

さ

ん

。

「

他

の

製

造

業

の

『

モ

ノ

作

り

』

の

た

め

の

『

機

械

の

部

品

作

り

』

を

メ

イ

ン

に

し

て

い

る

の

で

、

『

私

た

ち

は

〇

〇

を

作

っ

て

い

ま

す

』

と

言

え

ず

、

未

だ

に

『

何

の

会

社

？

』

と

聞

か

れ

ま

す

。

マ

ニ

ア

ッ

ク

な

会

社

で

す

よ

ね

」

と

、

笑

顔

で

続

け

ま

す

。

※

１

金

属

短

財

片

材

の

塑

性

成

型

に

使

用

す

る

製

造

・

加

工

機

械

。

平

成

14

年

に

は

医

療

用

具

の

製

造

認

証

も

取

得

し

、

自

社

製

品

と

し

て

歯

科

矯

正

用

の

矯

正

装

置

(

ブ

ラ

ケ

ッ

ト

)

も

製

造

す

る

同

社

。

組

立

を

し

て

い

た

当

時

は

２

０

０

名

程

の

従

業

員

が

い

ま

し

た

が

、

現

在

は

機

械

１

台

に

対

し

１

～

２

名

、

ま

た

は

機

械

複

数

台

に

１

名

な

の

で

、

従

業

員

数

は

15

名

で

平

均

年

齢

30

代

。

積

極

的

に

地

元

の

高

校

生

を

採

用

し

、

技

術

者

と

し

て

育

成

し

て

お

り

、

「

コ

ロ

ナ

禍

を

経

て

再

び

学

校

に

出

向

い

て

説

明

で

き

る

機

会

が

増

え

て

き

た

の

は

あ

り

が

た

い

」

と

、

引

き

続

き

人

材

確

保

に

意

欲

を

見

せ

ま

す

。

そ

ん

な

同

社

が

業

務

を

行

う

上

で

最

も

大

切

に

し

て

い

る

こ

と

は

、

現

場

の

人

間

同

士

で

の

「

話

し

合

い

」

。

「

製

品

を

生

み

出

す

た

め

の

治

具

」

を

ゼ

ロ

か

ら

製

造

す

る

と

い

う

特

殊

な

仕

事

で

あ

り

、

平

均

年

齢

が

若

い

分

、

経

験

不

足

を

カ

バ

ー

す

る

た

め

に

、

取

引

先

も

巻

き

込

ん

で

「

み

ん

な

で

意

見

を

出

し

合

い

な

が

ら

加

工

を

進

め

て

い

る

」

の

だ

と

か

。

夏

は

バ

ー

ベ

キ

ュ

ー

、

秋

は

芋

煮

会

を

行

う

な

ど

、

従

業

員

の

交

流

機

会

が

多

い

こ

と

も

、

日

頃

の

「

話

し

合

い

」

を

円

滑

に

し

て

い

ま

す

。

今

後

に

つ

い

て

「

地

元

の

方

を

採

用

す

る

こ

と

で

技

術

を

継

承

し

、

新

た

な

創

造

を

生

み

な

が

ら

日

本

全

国

の

製

造

業

を

支

え

て

い

き

た

い

」

と

力

強

く

語

り

、

縁

の

下

の

力

持

ち

企

業

で

あ

り

続

け

ま

す

。

川崎

７

企業

紹介
前身は花泉町油島で昭和50年に創業した「(株)東北通信花泉(代表取締役赤堀

恵秀さん)」。一関市の工業団地への本社移転を検討していたところ、川崎村

(現一関市川崎町)から誘致され、平成４年、本社を移転新設し、株式会社サク

シーディングに改名。日立製作所(奥州市水沢／現在閉鎖)の協力工場として、

弱電部品の製造を行っていたが、平成７年、異業種・事業転換に関する国の補

助事業を活用し「電気機械器具製造業」から金属機械加工業の「精密機械器具

製造業」に転換、現在は「生産用機械器具製造業」となる。令和３年、息子の

赤堀剛司さんが２代目代表取締役に就任。仙台にも営業所を構える。

「「「「話話話話しししし合合合合いいいい」」」」のののの中中中中からからからから生生生生まれるまれるまれるまれる「「「「裏方裏方裏方裏方のののの部品部品部品部品」」」」たちたちたちたち

エ

レ

ク

ト

ロ

ニ

ク

ス

産

業

の

変

遷

と

強

み

を

活

か

し

た

転

換

１

設備の充実でミクロン単位の

精度を追求。

DATA

〒029-0201

一関市川崎町門崎字銚子153

TEL 0191-43-3612

FAX 0191-43-3678

HP http://www.succee.com/

毎月さまざまなテーマで地域づくりについて考えていくコラムです。

博識杜の

フクロウ博士

第第第第58585858話話話話

今月のテーマ

真っ赤な本社外観。北上大橋から

見えた時期には話題にもなった。

代表取締役赤堀剛司さん。

その事業その事業その事業その事業、、、、誰誰誰誰((((何何何何))))のためですかのためですかのためですかのためですか？？？？

地域企業の理念にせまります。

８

創

造

し

進

ん

で

い

く

た

め

に

欠

か

せ

な

い

「

話

し

合

い

」

の

場

地域運営の落とし穴
「実績を残したいのか、名を残したいのか」

２

３

４２
株式会社サクシーディング

「憧れるのをやめましょう」

WBC(2023WORLD BASEBALL CLASSIC)の決勝戦前、大谷翔平選手がチームメイトに語りかけたこの名言は、記憶

に残っている方も多いでしょう。

憧れてしまったら超えられない。「地域づくり」の現場でも、‘事例に学ぶ研修会’は多いですが、個人的に

‘事例に学ぶ研修会’は好みではありません。それは‘憧れ’に近いからです。立派な事例を聴けば聴くほど、

それらが身近なものではなく、「自分たちには到底難しい」という結論に至ってしまうこともしばしば。

事例に学ぶのであれば、そのそのそのその事例事例事例事例がががが生生生生まれるまでのまれるまでのまれるまでのまれるまでの「「「「背景背景背景背景」」」」やややや「「「「プロセスプロセスプロセスプロセス」」」」を聴き、自分たちの状況や考え方

と比較しながら、「「「「一歩一歩一歩一歩でもでもでもでも前前前前にににに進進進進むためのエッセンスむためのエッセンスむためのエッセンスむためのエッセンス」」」」をををを吸収吸収吸収吸収すべきすべきすべきすべきです。これは、研修会を立案する側も意

識しなければいけないことなのですが、なかなか変わらないです。このように、‘変わらなければいけないのに

変われないもの’って、けっこうありますよね。

人が多かった時代に築き上げた地域の「事業(≒行事)」も、マンネリ化が進み、いざ見直しをしようというと

きの「評価の基準」が、「実施回数」や「参加人数」だったりしがちです。そもそも人口減少時代と言っていな

がら、評価基準が人が多かった時代と変わらないということには違和感しかありません。人が多かった時代の参

加人数を超えることは容易ではないですし、事業回数を維持・増加させることは‘負担の上乗せ’になる可能性

がある訳で……。「ニーズが多様化しているから、様々な種類の事業が必要だ」と、良かれと思って事業を増や

すこともあるでしょうが、ヒト・モノ・カネ・ジカンの無駄遣いになるリスクも伴います。

「俺たちがやってきたことを廃止するのか」と、先輩世代が声を荒げるような議論を目にすることもあります

が、そのような議論では、感情論が先に出てしまい、「現状分析」と「未来思考」は二の次にされていることが

多いです。これまでの努力は理解した上で、継続が難しいという現実もあるのですが……。

「地域づくり」は、‘実績’や‘評価’のためにするものではありません。時代によって取り組まなければい

けない課題やその背景は異なり、刻一刻刻一刻刻一刻刻一刻とととと変化変化変化変化するするするする事情事情事情事情にににに対応対応対応対応しししし、「、「、「、「いつでもいつでもいつでもいつでも安心安心安心安心してしてしてして安全安全安全安全にににに暮暮暮暮らしつづけられらしつづけられらしつづけられらしつづけられ

るるるる地域地域地域地域」」」」にしていくにしていくにしていくにしていく。。。。いわば「「「「メンテナンスのメンテナンスのメンテナンスのメンテナンスの繰繰繰繰りりりり返返返返しししし」」」」のようなものがのようなものがのようなものがのようなものが「「「「地域地域地域地域づくりづくりづくりづくり」」」」だと思うのです。そこ

に‘実績’や‘評価’が関係してくると、関係性がおかしくなってくると感じています。

人によっては、自分の手柄を誇りたくなります。それも大事です。その人の努力がなければ成しえなかったこ

とだってあるので。でも、それに固執しすぎてしまうと、時代錯誤になることも……。

「「「「成果成果成果成果」＝」＝」＝」＝‘‘‘‘やったやったやったやった人人人人’’’’やややや‘‘‘‘実績実績実績実績’’’’ではなくではなくではなくではなく、「、「、「、「地域地域地域地域のののの暮暮暮暮らしがらしがらしがらしが良良良良くなったかくなったかくなったかくなったか否否否否かかかか」」」」というというというという視点視点視点視点がががが必要必要必要必要です。

名が残るのは、後世の評価でしかないので、今すべきことではありません。今優先今優先今優先今優先すべきはすべきはすべきはすべきは、、、、難解化難解化難解化難解化かつかつかつかつ複雑化複雑化複雑化複雑化

するするするする課題課題課題課題とととと向向向向きききき合合合合いいいい、、、、いかにいかにいかにいかに「「「「‘‘‘‘地域地域地域地域のののの暮暮暮暮らしらしらしらし’’’’とととと‘‘‘‘地域地域地域地域らしさらしさらしさらしさ’’’’をををを後世後世後世後世につないでいくかにつないでいくかにつないでいくかにつないでいくか」」」」です。

当センターが平成28年から開催し続け、
令和５年12月に通算16回目となった「自治
会長サミット」。冒頭に「事例発表」はあ
りますが、あくまでも「「「「話題提供話題提供話題提供話題提供」」」」として
おり、情報交換タイムがメイン。いつも自
治会運営のヒントが飛び交います。

※

１

「地域づくり」は、具体的な数値化が難しいため、「「「「ニーズやプロセスニーズやプロセスニーズやプロセスニーズやプロセス

にににに対対対対するするするする評価評価評価評価」」」」が求められます。そこには、関わる地域住民の‘‘‘‘表現表現表現表現しがしがしがしが

たいたいたいたい努力努力努力努力のののの積積積積みみみみ重重重重ねねねね’’’’があるからです。実績や評価にこだわるなら、ここ

です。

周囲から見たら‘誰がやったっていいこと’で、誰も気にしていないの

です。そこにこだわってしまうと、見直しをしようにも、なかなか進みま

せん。‘人となり’を切り離して考える。そうしないと、関わった人に対

する好き嫌いが判断にも影響してしまい、変えられるものも変えられなく

なってしまいます。

過去に憧れるのではなく、未来に向けて……。

‘憧れ’を超えていかなければいけないのではないでしょうか？



センターの

自由研究

地域の‘気になること’をセンタースタッフが独自に調査！

ミッションミッションミッションミッション
82828282

2023年１月号・２月号の本頁で「炭焼き」について調査した際、木炭を使用する道

具が様々あることを知り「木炭が生活必需品だった時代があった⁉」という仮説を立

てた我々。当地域ではどのような「木炭のある暮らし」をしていたのか、「製炭」で

はなく「暮らし」の追加調査を行いました。ところが……！調査を進めると、生活必

需品は「木炭」ではなく「薪(柴木)」であることが判明！「薪」で「火」を得る「生

活のサイクル」とは、いかに……？ ※記載内容はあくまでもセンター独自調査の結果です。

■■■■

循

環

型

生

活

循

環

型

生

活

循

環

型

生

活

循

環

型

生

活

のののの

基

礎

基

礎

基

礎

基

礎

⁉⁉⁉⁉

「「「「火火火火のあるのあるのあるのある暮らし暮らし暮らし暮らし」の」の」の」の道具道具道具道具をををを

整理してみた整理してみた整理してみた整理してみた

((((当地域版当地域版当地域版当地域版))))

大

正

４

年

に

岩

手

県

は

木

炭

生

産

量

全

国

一

位

と

な

り

、

当

地

域

で

も

盛

ん

に

製

炭

が

行

わ

れ

て

い

ま

し

た

。

現

在

、

当

地

域

で

職

業

と

し

て

製

炭

を

行

い

、

協

会

に

加

盟

す

る

の

は

わ

ず

か

１

名

、

家

庭

用

と

し

て

「

炭

焼

き

」

を

す

る

人

も

数

え

る

程

度

で

す

が

、

昭

和

初

期

に

は

市

内

各

所

で

「

炭

焼

き

」

が

行

わ

れ

て

い

ま

し

た

。

か

つ

て

「

炭

焼

き

」

を

し

て

い

た

人

た

ち

に

話

を

聞

く

と

、

「

堀堀堀堀

(( ((

炭炭炭炭

)) ))

炬

燵

炬

燵

炬

燵

炬

燵

」

な

ど

、

家

の

中

で

も

炭

を

燃

料

と

す

る

道

具

を

使

用

し

て

い

た

よ

う

な

の

で

(

現

在

進

行

形

で

使

っ

て

い

る

人

も

)

、

炭

は

「

生

活

必

需

品

」

だ

と

思

い

込

み

、

そ

の

「

暮

ら

し

」

を

調

査

す

る

こ

と

に

し

ま

し

た

。

い

ざ

調

査

を

始

め

る

と

「「「「

確確確確

か

に

か

に

か

に

か

に

炭炭炭炭

をををを

燃

料

燃

料

燃

料

燃

料

と

す

る

と

す

る

と

す

る

と

す

る

道

具

道

具

道

具

道

具

はははは

使使使使

っ

て

い

た

が

っ

て

い

た

が

っ

て

い

た

が

っ

て

い

た

が

、、、、

必必必必

需

品

需

品

需

品

需

品

はははは

薪薪薪薪

やややや

柴

木

柴

木

柴

木

柴

木

。。。。

そ

れ

ら

を

そ

れ

ら

を

そ

れ

ら

を

そ

れ
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入

購

入
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家
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り
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町

場

の
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購

入
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窯
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つ
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落
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木
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は

現
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収
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を

得
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め
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貴

重
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商
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に
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す
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が
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た
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て
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す
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む

し

ろ

囲

炉

裏

や

竈

が

先

で

あ

り

、

そ

の

副

産

物

で

あ

る
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用
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暮

ら

し
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徐
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出
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上

が

っ

て

い

っ

た

こ

と

で

、

木

炭

を

燃

料

と

す

る

道

具

も

発

展

。

製

鉄

な

ど

の

産

業

用

だ

っ

た

木

炭

が

、

家

庭

の

暮

ら

し

に

も

浸

透

し

て

い

っ

た

の

で

す

(

そ

れ

を

燠

で

代

用

)
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ッ

チ

や
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、
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火
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新

し
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生
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10 ９

石油やガスが普及し始める昭和30年頃まで、多くの家

が囲炉裏を中心とした「火の循環」で日々の暮らしを営

んでいました。限られた資源(薪・炭)を効率的に使用す

※１柳田國男(1944)『火の昔』 ／その他参考文献等は当センターＨＰにてご紹介します。

暖房

その他

昭和昭和昭和昭和30303030年頃年頃年頃年頃までのまでのまでのまでの、、、、囲炉裏囲炉裏囲炉裏囲炉裏をををを中心中心中心中心としたとしたとしたとした一日一日一日一日のののの流流流流れれれれ((((例例例例))))

朝(４～６時頃）

日中

(８～16時)

夕方～夜 就寝時

① 囲炉裏の燠燠燠燠にかぶせにかぶせにかぶせにかぶせ

ておいたておいたておいたておいた灰灰灰灰をををを取取取取りりりり除除除除くくくく。

② 燠燠燠燠をををを起起起起こすこすこすこす(空気に触

れただけで発火すること

もあるが、小さく砕いて

「杉葉杉葉杉葉杉葉」や「硫黄付木硫黄付木硫黄付木硫黄付木」

等を使用することも)。

③ 薪(柴木)をくべ、火

力を調整する。

④「十能十能十能十能」等を使って竈竈竈竈

等等等等にもにもにもにも火火火火をををを移移移移しししし、煮炊き

する。

⑤ 火を使用

しない間も、

火種火種火種火種がががが消消消消えなえなえなえな

いようにいようにいようにいように囲炉囲炉囲炉囲炉

裏裏裏裏にににに薪薪薪薪((((柴木柴木柴木柴木))))

をををを補充補充補充補充する。

※夏場などは

⑧のような状

態にしておく

ことも。

⑥ 就寝に備

え、囲炉裏で

部屋を暖める。

⑦ 行火行火行火行火((((豆炭豆炭豆炭豆炭

あんかあんかあんかあんか含含含含めめめめ))))

用用用用のののの炭炭炭炭をををを準備準備準備準備

し(着火)、就就就就

寝寝寝寝２２２２時間前時間前時間前時間前にににに

はははは布団布団布団布団にににに入入入入れれれれ、

布団を温めて

おく。

⑧ 囲炉裏囲炉裏囲炉裏囲炉裏のののの燠燠燠燠

にににに灰灰灰灰をかぶせをかぶせをかぶせをかぶせ、

炎炎炎炎はははは消消消消すがすがすがすが、、、、

火種火種火種火種としてはとしてはとしてはとしては

残残残残しておくしておくしておくしておく(灰

の中で燠とし

て火が残る)。

※寝室での暖

は布団に入れ

た行火のみ。

布団の中だけ

は暖かい。

るために、様々な道具が登場(普及)し、当時の人々はその暮らしに応じて、使い分けていたようで

す。以下では、各種道具の特徴とともに、その使い分けについて、整理してみました。

囲炉裏(いろり)

掘炬燵

火鉢

行火(あんか)

長火鉢

陶器

置(櫓)炬燵

豆炭あんか

移
動
可

食事
炊
事

竈(カマド)

囲炉裏(いろり)

火鉢

七輪

練炭コンロ

焼きこて・火のし・炭アイロン

木炭自動車

調
理

▲「踏み込み炉」タイプの囲炉裏(油島)

▲現役で使用している堀炬燵(大原)

▲長火鉢は大きな家のものだった(平泉)

▲一般的な火鉢はもっと小さい(油島)

▲置炬燵。櫓を被せると櫓炬燵に(奥玉)

▲震災後に新調した現役の竈(室根)

▲かつて使用していた焼きこて(室根)

▲炭アイロン(一関市民俗資料館)

居間(板間)を四角く切った炉。薪(柴木)を燃やした。

当地域の場合、足元を温められるように掘り下げた囲炉

裏が多く、土間から続く「踏み込み炉」のタイプも多かった。

床を掘り下げた所に炉を切り、炭を燃やした。櫓を置き

布団をかけて炬燵にしたが、不要の時期は塞いで床にし

た。囲炉裏を掘炬燵に転換した家も多い。炭の上には金網などを載せる。

灰を中に敷き、その上

で炭火をおこして手な

どを温めた。炭火のた

め煙が出ず、部屋に持

ち運んで使用した。

木製の火鉢で、収納機

能(引き出し)がついた物も。五徳を置き、鉄瓶

で湯を沸かしていた。陶器よりは常設に近い。

道具というより「設備」。竪穴式住居に原型あり

当地域では「腰掛け炬燵」＝「堀炬燵」

江戸時代から明治にか

けて陶器の発達とともに庶民にも普及したとさ

れるが、当地域ではもっと後？大小様々ある。

炭火を入れ、手足を温

める道具。様々なタイ

プがあるが、当地域で

は置炬燵と混同してい

る傾向あり。

火の着いた炭を「火入

れ(≒火鉢)」に載せ、上から布団などをかけて

炬燵にした(部屋で使用)。瓦土製のものが多い。

個人で使用する暖房。

おこした豆炭を内側の石綿(岩綿)部分に入れて

蓋をし、布団の足元などで使用。

昭和40年頃にブーム！

鍋や釜を載せ、食べ物等を煮炊きするときに使う設備。

終戦後まで多くの家で使用。土壁と同様の素材で作られ

た(当時)。高い火力で「煮る」「蒸す」「焚く」という工程を担っていた。

どれも部屋全体が暖

まるものではないの

で、自然と人は火の

周りに集まりました。

炭が放出する遠赤外

線は、空気は暖めま

せんが、物質(人体)

を温めます。

▲『写真記録集 一関の年輪(1990)』より。

昭和48年４月、厳美の家で、板間にある囲

炉裏に人々 が集まる様子。

自在鉤や五徳を使い、鍋で煮炊きをするほか、灰に串を

さし、団子や魚をあぶることも。東北地方では竈よりも

囲炉裏で炊事したという話もありますが、当地域では併用していた。

五徳に網を載せ、餅などを焼く。火鉢には灰を使用する

ため、油が垂れる魚や肉などは焼かない。調理以外の時

は、五徳に鉄瓶を載せ、常にお湯を沸かしていた。

珪藻土でできた円筒形の持ち運び可能な簡易コンロ。

火鉢と違い、炭や木を直接燃焼できる(灰不要)ため、油

が垂れる魚や肉も調理可能。珪藻土と炭火の相乗効果で美味しく焼き上がる。

大正時代以降、木炭の代用品として推奨された練炭を燃

料とするコンロ。通気窓の開閉により、燃焼時間や火加

減が調整できるため、時間がかかる調理などでの使用も多い。

炭火の熱を利用する道具たち。焼きこては

炭火の中に先端を入れて温め、火のしと炭ア

イロンは火の着いた炭を入れて使用する。焼きこては、水をかけて温度の調節をする(濡らした

布をあて布にしたりもする)。縫い代の折り目等に使用したらしい。

戦時中、石油不足により木炭や薪等を代替燃料とし

た車両。馬力も出ない上、整備不良も多かったとか。当地域でも走っていた。

『写真記録集 一関の年輪Ⅱ 20世紀の一関(2000)』より▶

戦時中に木炭を焚いて活躍したバス

竈と囲炉裏を主に、

時期や調理内容に応

じて使い分け。現在

のグリルとは比べ物

にならないほど、七

輪で焼く魚は美味し

かったとか。

▲現役の七輪。上置も使用(室根)

◀養蚕部屋に備え付けられていたという

石を切り出しただけのような火鉢(油島)

※養蚕部屋は温度調整が重要で、石油ストーブ等が

普及するまでは、火鉢等で温度調整をしていた。

※

１

庶民＜大きな家

土製や金属製も

櫓を載せるのが一般的

古墳時代中後期から⁉「かま神様」に守られながら

「鍋文化」の源流

いつでもお茶が飲めるように鉄瓶は必須

屋外で使用することが多い

昭和30年頃～練炭を販売する店舗が増加

炭アイロンは高級品。一般家庭では焼きこて

1930年代末期から1940年代後期のわずかな期間のみ

囲炉裏囲炉裏囲炉裏囲炉裏からからからから出出出出るるるる「「「「煙煙煙煙」」」」は、かやぶきかやぶきかやぶきかやぶき屋根屋根屋根屋根での暮らしにとっても
必需品。防腐防腐防腐防腐・・・・防虫効果防虫効果防虫効果防虫効果があったんだって！

常
設


